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調査研究実績 

の概要○○○ 

本研究は大きく日本と韓国の高齢者コミュニケーションの状況を把握・分析し、

グループで定義し、各グループについて両国の現態を明らかにすることと研究の結果に

基づいたコミュニケーションコンテンツを提案をする二つで構成されている。そのた

め、以下のプロセスを通して調査・抽出・検討・整理を行うことを目的にしている。 

平成25年は高齢者を表記している様々な分野の研究文献調査を行って、社会学で主に

使われている分類法で高齢者を分け、コンテキストインクァリというセオリーで韓国の

高齢者６人を対象に調査を実施した。コンテキストインクァリという技法はユーザーイ

クスピアリアンス分野でユーザー調査を行う時に用いる技法で、調査自体をユーザーの

生活空間で行い、ユーザーの行動を観察して記録する。観察の際、解釈出来ない行動や

仕草については観察が終わって質問をする。この手法は一般的なインタビューより時間

と人件費はかかるが、言葉で表現出来ない全般的な環境を把握する時に有用である。 

高齢者は年齢と健康によって様々な差があり、インタビューだけでコミュニケーショ

ンに関する環境を調べることは難しいと判断した。 

高齢者を年齢と健康を基準に３グループに分け、各グループ別に２人の被験者を決

め、一週間一緒に生活しながら彼らのコミュニケーションに対する全てを調べた。 

 

 

観察チェックリスト 

  
 

インタビュー 

基本的な環境についてはインタビューを実施した。 

人生の目的、お願い点、特に苦しいこと 

 

調査を通じて得たデータはユーザーイクスピアリアンス分野修士・博士学生６人でま

とめた。解釈の時、出来るだけ客観性を持って判断することが必要である。 

調査の結果は日本感性工学会2014春大会で発表した。 

 

 

 

 

成果資料目録 

 

日本感性工学会2014（北海道大学）口頭発表（3月23日） 

「高齢者向けのコミュニケーションサービスデザイン研究 

Step1:コンテキストインクァイアリ技法を用いたユーザー調査」 
 


